
１. 借入金額によって頭金比率は大きく変化

　ミライ研のアンケート調査において、「借入金額1000万円～2000万円未満」区分、「借入金額2000万
円～3000万円未満」区分、「借入金額3000万円～4000万円未満」区分の方に、「借入金額に対する頭金
の割合」を尋ねたところ、頭金割合が「ゼロ（フルローンでの購入）」もしくは「１割」の比率は、
金額区分が大きくなるにつれて上昇することが分かりました〔図表１〕。
　他方、頭金割合「３割以上」の比率も見てみますと、「借入金額1000万円未満」区分では58.5％と
半数を超えていますが、「3000万円～4000万円未満」区分では15.7％と、大きな差があることが確認
できました。

２. 頭金割合の決め手は「手元資金への向き合い方」か？

　住宅ローンにおいて、「頭金として●割は入れておくべし」といったセオリーはありません。では、
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1000万円未満 186

1000万円
～ 2000万円未満 583

2000万円
～3000万円未満 717

3000万円
～4000万円未満 407

4000万円以上 216

58.5％

15.7％

＊回答者：持ち家購入者かつ住宅ローン利用経験者
＊�頭金割合の選択肢「分からない、忘れた」、借入金額選択肢「分からない、覚えていない」を除く
＊5.0％未満はグラフ内の比率表記を省略
（出所）�特に出所を示していない場合、三井住友トラスト・資産のミライ研究所「住まいと資産形成に関する意識と実

態調査」（2023年）を基にミライ研が作成

〔図表１〕頭金の割合（借入金額別）

　ミライ研のアンケート調査では、住宅の購入に際して、約
８割の方が住宅ローンを利用しているという結果が出ていま

す。ローンの利用に当たっては、住宅購入時において、物件価
格等全てを借り入れで賄う「フルローン」と、一部を現金で支払

う（頭金を入れる）ケースがあります。
　今回は、一人一人のライフプラン・マネープランの中で、「住宅

ローン」をうまく位置付ける観点から、「借入金額に対する頭金割合」につい
て考察してみました。

“住まい” と “資産形成”“住まい” と “資産形成”数字が教えてくれる数字が教えてくれる“住まい” と “資産形成”“住まい” と “資産形成”連 載

第 5回：

三井住友トラスト・資産のミライ研究所　所長　丸岡　知夫

「住宅ローンで頭金ゼロ」の選択は正解か否か？ その①
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住宅ローンの利用者は、どのような理由で「頭金割合」を決めているのでしょうか。その理由を尋ね
た結果が〔図表２〕です。頭金割合の決定理由としては「借入金利の高低」や「住宅ローン控除の活
用可否」といった要因よりも、「手元に資金を保有しておきたいから」「手元資金を使って借入額を小
さくしたかったから」といった「手元資金の効果的な活用」が決め手となっている状況が確認できま
した。

   頭金割合に関しては、「歴史的な低金利」や「住宅ローン減税の活用」を背景として、「頭金割合は
できるだけ低く（フルローン化）」が近年の傾向といわれています。しかし、今回のアンケート調査
では、実際に住宅ローン利用者が意識しているのは「住まいの購入に当たっての手元資金の効果的な
活用」であることが分かりました。
　〔図表３〕は、頭金割合によって「手元資金を頭金として使う派」と「使わない派」の比率が大き
く変化することを表しています。頭金「ゼロ」では「手元資金を使わない派」が優勢で、「１割」「２
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＊�回答者の属性：持ち家購入者のうち、頭金割合が分かっている方
＊回答データ：頭金割合の決定理由のうち「その他」を除いて集計
＊回答者数：頭金割合が低い方から順に、504人、494人、393人、361人、341人

〔図表２〕頭金の割合を決めた理由（頭金割合別）　・・・複数回答可

＊回答者属性：持ち家購入者のうち、頭金割合が分かっている方　
＊回答者数：頭金割合が低い方から順に、504人、494人、393人、361人、341人

〔図表３〕頭金割合を決めた理由のうち「手元資金の扱い」に関する回答状況（頭金割合別）
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割」では「使う派」「使わない派」の両者が拮
きっ

抗
こう

し、「３割以上」では「頭金として使う派」が優勢と
なっています。特に、頭金割合「１割」「２割」での拮抗状況の背景が「頭金としての資産はあるが、
頭金としては使わない」のか、それとも「手元資金は頭金に入れたが、借入金額との比率では１割～
２割になっている」のかが気になるところです。
　次回も本テーマについて、頭金割合別に「借入金額」の観点を加えて、「頭金割合の決定理由」を
考察したいと思います。
　＜次回：『「住宅ローンで頭金ゼロ」の選択は正解か否か？ その②』に続く＞

〈参考〉ミライ研　独自アンケート調査の概要
⑴　調 査 名：「住まいと資産形成に関する意識と実態調査」（2023年）
⑵　調 査 対 象：�全国の20～69歳の男女�

ただし関連業種（金融、調査、マスコミ、広告）従事者を除く� �
※�2022年４月の成年年齢引き下げを受け、今回調査では対象年齢を拡大し「18歳～69歳」
に対して調査を実施している。本件分析に当たっては過去調査との比較のため、分析対�
象を上記の年齢に絞って集計・分析した。

⑶　調 査 方 法：WEBアンケート調査
⑷　調 査 時 期：2023年1月
⑸　サンプル数：1万1114サンプル

丸岡　知夫（まるおか　ともお）三井住友トラスト・資産のミライ研究所　所長
1990年に三井住友信託銀行に入社。確定拠出年金業務部にてDC投資教育、継続教育のコンテンツ作成、セミナー
運営に従事。2019年より現職。主な著作として、『安心ミライへの「資産形成」ガイドブックQ&A』（金融財政事
情研究会、2020）、『安心ミライへの「金融教育」ガイドブックQ&A』（金融財政事情研究会、2023）。

三井住友トラスト・資産のミライ研究所は、人生100年時代において、
一人一人が将来を安心して過ごすための資産形成・資産活用のあり方を　
中立的な立場で調査・研究し発信することを目的として、2019年９月
三井住友信託銀行に設置された組織です。
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